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音楽、芸術（音楽）に関する現状について

現状と課題

・音楽を聴いて楽曲の特徴を捉え言葉で適切に表すことや、音楽表現に対する思いや意図をもち言葉で適切に表すことなど、思
考力・判断力・表現力等の育成に一部課題がある。 【平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査（国立教育政策研究所）】
・言語活動がやや目的化し、音楽表現そのものを高めることや、音楽のよさ等を味わって聴くことが十分でない傾向が見られる。
また、子供の工夫した表現や、音楽を聴いて感じ取ったこと等について、子供の学習の充実に資するよう、適切に価値付けたり
具体的にアドバイスをしたりすることが十分でない傾向が見られる。【教育課程の編成・実施に関する聴取資料（小・中・高）】
・「音楽の授業では、みんなで協力し、学び合っていますか」「歌ったり楽器を演奏したり音楽をつくったりするときに、自分はこう
表したいという願いや考えをもつようにしていますか」という質問に肯定的な回答をした児童は、否定的な回答をした児童よりも、

表現領域の思考力・判断力・表現力に関わる記述問題の通過率が１０ポイント以上高い。【平成24年度小学校学習指導要領実施状況
調査】

○感性を働かせ、他者と協働しながら音楽表現を生み出したり音楽を聴いてそのよさや価値等を考えたりするなど
して、創造的に表現したり鑑賞したりする力を育成することが求められている。

○我が国や郷土の伝統音楽に親しみ、一層よさを味わえるようにしていくこと、生活や社会における音や音楽の
働きや音楽文化についての関心や理解を深めていくことが求められている。

・世界各国の音楽の中から、我が国の音楽を聴き分けることについては、相当数の児童ができているが、我が国の音楽の様々な
特徴をとらえて聴くことには課題がある。【平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査】
・日本のうた(唱歌やわらべうた、民謡など)の指導について、興味・関心のもちやすさ、身に付けやすさのいずれにおいても、学年
が上がるにつれて肯定的に回答した教師の割合が減少し、第６学年の教師における肯定的な回答は５割以下だった。
（興味・関心をもちやすい：第２学年７８．８％、第４学年６７．５％、第６学年４６．０％、身に付けやすい：第２学年８０．５％、第４学年６７．５％、第６学
年４９．５％）【平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査】

・「音楽の学習が好きだ」という質問に６８．１％の児童が肯定的に回答したのに対し、「音楽を学習すれば、普段の生活や社会に
出て役立つ」という質問に肯定的に回答した児童は、４７．７％だった。【平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査】
・音楽文化についての理解を深める学習については、教師が知識を教えることにとどまり、生徒が実感を伴って音楽文化の意味
や価値を理解するまでには至っていない現状が見受けられる。【高等学校教育課程研究指定校の取組等より】

※【 】内は参考にしたデータ等



図画工作、美術、芸術（美術、工芸）に関する現状について

現状と課題

○感性や想像力等を豊かに働かせて、思考・判断し表現したり鑑賞したりするなどの資質・能力を相互に関連させ
ながら育成することや、主体的で創造的な学習活動の充実が求められている。

○生活を美しく豊かにする造形や美術の働き、美術文化についての実感的な理解を深め、生活や社会と豊かに
関わる態度を育成することが求められている。

・表したいことを見付けて絵に表すこと、我が国や諸外国の作品、暮らしの中の作品の表し方の変化、表現の意図や特徴などを
とらえることに課題がある。【平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査（国立教育政策研究所）】
・表現と鑑賞に共通して働く資質・能力であるとともに、造形的な創造活動の基礎的な能力を育てるための視点である〔共通事項〕
については、一部課題がある。【平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査】
・育成する資質・能力と学習内容との関係の明確化についての各都道府県等の実施状況に関する質問事項において、育むべき
資質・能力を意識した授業が見られるようになったなどの成果としての回答が約４割程度にとどまっている反面、約７割が美術
の基礎的な能力が相互に関連して高まるような指導に至っていない等の課題を回答している。【教育課程の編成・実施に関する聴取
資料（中学校）】

・表現及び鑑賞の活動自体が目的化するなど、育成する資質・能力と学習内容との関係が曖昧な指導の現状が見受けられる。
【高等学校教育課程研究指定校の取組等より】

・親しみのある作品などを鑑賞する活動を通して、自分たちの作品の表し方の変化、表現の意図や特徴などをとらえることについては、相当
数の児童ができているが、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、暮らしの中の作品については課題がある。
【平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査】

・「図画工作の学習が好きだ」という質問に８０．３％の児童が肯定的に回答したのに対し、「図画工作を学習すれば、普段の生活
や社会に出て役立つ」という質問に肯定的に回答した児童は、６０．０％だった。 【平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査】

・美術文化の理解を深める学習についての各都道府県等の実施状況に関する質問事項において、約５割が美術文化の継承と創
造への関心が高まるような学習に至っていない等の課題を回答している。【教育課程の編成・実施に関する聴取資料（中学校）】
・美術文化についての理解を深める学習が、単に知識などを学ぶだけにとどまるなど、その価値を尊重し継承しようとする心情や
態度の育成に至っていない現状が見受けられる。【高等学校教育課程研究指定校の取組等より】

※【 】内は参考にしたデータ等



芸術（書道）に関する現状について

現状と課題

・表現や鑑賞の創造的な活動において、書の伝統と文化を踏まえ、思考・判断して、表現を構想し工夫していく学習や、根拠をも
って確かな言葉で批評し合うことで、書に対する見方や感じ方を広げていく学習に課題がある。 【高等学校教育課程研究指定校の
取組等より】

・育成する資質・能力と学習内容との関係を明確にした授業づくりが十分行われていない等の課題がある。【教育課程の編成・実施
に関する聴取資料】

○書の伝統と文化を踏まえ、生徒が感性を働かせて、表現と鑑賞の相互関連を図りながら能動的に学習を深め
ていくことが求められている。

○書と生活や社会との関わり、書の伝統と文化の理解を深める学習の充実、書への永続的な愛好心を育むこと
が求められている。

・書の伝統と文化についての理解を深める学習については、単に知識などを学ぶだけにとどまる傾向があり、書の美の歴史的
背景や諸文化との関連、また生活と社会との関わりなどに視点をあて、その価値を尊重し継承しようとする心情や態度の育成
に至っていない現状が見受けられる。【高等学校教育課程研究指定校の取組等より】

・中学校国語科の書写における文字文化についての認識を形成させる学習を発展させ、書の伝統と文化についての理解を深め
る鑑賞を中心とする学習が十分に行われていない等の課題がある。【教育課程の編成・実施に関する聴取資料】

○中学校国語科の書写との円滑な連携が求められている。

※【 】内は参考にしたデータ等


